
日本シュタイナー幼児教育協会 

 正会員資格基準  

 団体（園）正会員 

1  園の職員として、シュタイナー乳幼児教育者としての資格を持っている保育者が 1名以上いること。  

2  園の保育、理念が以下の本質に基づいていること。 

① シュタイナーの人間観に基づく保育 

⚫ 自分で考え、自分で判断し、自分で行動できる真の自由な人間を育てる。 

そのために７歳までは自分の意志で動ける体を育てる。 

⚫ 模倣と手本。 

子どもは生まれたときから開かれた存在であり、すべての感覚で周囲の世界とつながる。 

⚫ 幼い子どもが心身ともに健全に成長発達することを保障する。そのために穏やかで安心でき

る覆いのある生活を作る。 

② 環境 （リズムある日常生活） 

⚫ 部屋のしつらえや遊具など、生活のすべてにおいて、手入れされ整えられている。 

⚫ 一日の生活が動と静のリズムある繰り返しで作られており、子どもを正しい呼吸へと導く。 

⚫ 日々の生活が自然と共にあり、季節の移り変わりを感じることができる。 

③ 保育内容 （遊びと遊具） 

⚫ 子どもが自ら取り組み、想像力を用いて自由に遊びを広げ充実感を味わう。 

⚫ その遊びのなかで様々な体験を通して人とのつながり方を学ぶ。 

⚫ 素朴な遊具が子どもの想像力や感覚を豊かに育む。  

⚫ 子どもが参加できる生活の営みがある事。（片付け、掃除、洗濯、料理、物の手入れ等） 

⚫ 芸術的な活動によって子どもの感性を豊かにする。 

④ 保育者のあり方 

⚫ ひとりひとりの子どもを畏敬の念を持って受け入れ、理解する。 

⚫ 模倣される存在であることを意識し、穏やかで明るく落ちついた振る舞いを心がける。 

⚫ 常に学び続け、自ら成長していこうとする姿勢を持つ。 

⑤ 子どもを取り巻く人や社会とのつながり（保護者・同僚・地域社会） 

⚫ 人とのかかわりのなかで、お互いの在り方を理解して受け入れ、信頼を育てる。 

⚫ 社会に対して開き、自分たちの信念を持ちつつ、時代の変化と共に成長していこうとする。 

  

個人正会員 

1 シュタイナー乳幼児教育者としての資格を持ち、シュタイナー園での勤務経験が５年以上あること。 

 

 

＊この基準は今後も修正、変更してよりよきものにしていきます。 
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